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ナミテントウとヘリグロテントウノミハムシは上科レ
ベルで異なるにも関わらず、黒色と赤色からなる類似し
た斑紋をもつ。ヘリグロテントウノミハムシはテントウ
ムシに擬態することで捕食者から身を守っていると考え
られている。そのような擬態斑紋が形成されるメカニズ
ムを明らかにするために、上記２種の昆虫を用い、メラ
ニン合成およびクチクラの硬化や着色に関与する酵素遺
伝子に着目した。
これまでにナミテントウ、ヘリグロテントウノミハム

シにおいてメラニン合成経路で作用する酵素遺伝子とし
てtyrosinehydroxylase（th）、yellow（y）、dopadecarboxylase
（ddc）、laccase２（lac２）、クチクラの硬化に関わる酵素
遺伝子としてebony（e）のcDNAの部分配列がクローニ
ングされている。本研究では、上記遺伝子について２種
の昆虫の蛹期の前翅原基を用いて、半定量的RT-PCR法
による発現解析を行った。その結果、上記遺伝子はメラ
ニン合成やクチクラの硬化反応が高まる蛹後期で発現が

高くなることが明らかとなった。次に、遺伝子機能解析
法としてRNAinterference（RNAi）法に着目し、上記２
種の幼虫に二本鎖RNAを注射するlarvalRNAi法を行い、
成虫クチクラの着色を観察した。その結果、ddc、yの
RNAiで２種間に顕著な違いが現れた。ナミテントウの
ddcのRNAiでは、前翅において顕著な着色阻害が生じ、
ヘリグロテントウノミハムシの場合では全体がこげ茶色
に変化し、赤色領域も含めて前翅全体の色が一様となっ
た。また、ナミテントウのyのRNAiでは、正常個体とほ
とんど差は見られなかったが、黒色が若干うすくなった
表現型が観察され、ヘリグロテントウノミハムシの場合
では黒色領域が茶色へと変化した。以上の結果より、ヘ
リグロテントウノミハムシのメラニンはナミテントウと
は異なりDOPAメラニンであることが明らかとなった。
現在、上記遺伝子についてinsituhybridization法を用

いた発現パターンの解析を行っている。
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